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自
然
農
法
研
究
者
の
視
点

徐じ
ょ  

啓け
い

聡そ
う

れ
ら
の
天
敵
が
少
な
く
な
る
と
、
逆
に
害
虫

は
爆
発
的
に
増
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

自
然
農
法
栽
培
に
お
け
る
害
虫
対
策
の
基

本
は
肥
料
の
過
剰
施
用
に
注
意
し
、
害
虫
の

繁
殖
を
助
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
と
併
用
で
き
る
方
法
と
し
て
天
敵

の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
天
敵
の

繁
殖
と
生
存
の
た
め
の
環
境
を
農
地
や
そ
の

周
辺
に
つ
く
る
こ
と
で
、
土
着
の
天
敵
を
増

や
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。
他
に
、
人
工
的
に

天
敵
を
飼
育
し
、
農
地
に
入
れ
る
方
法
（
導

入
天
敵
）
も
あ
り
ま
す
。
本
報
告
で
は
、
主

に
土
着
天
敵
の
特
性
と
自
然
農
法
で
の
活
用

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

土
着
天
敵
に
つ
い
て

　

土
着
天
敵
と
は
、
地
域
の
自
然
環
境
に
適

応
し
長
期
的
に
生
息
す
る
昆
虫
、
ク
モ
類
、

カ
エ
ル
類
、
鳥
類
な
ど
で
、
農
業
害
虫
を
食

べ
る
生
き
物
で
す
。
導
入
天
敵
と
区
別
す

る
た
め
に
、「
土
着
」
と
強
調
さ
れ
て
い
ま

自
然
農
法
に
お
け
る
土
着
天
敵
の
活
用

す
。
天
敵
は
そ
の
食
べ
る
餌
の
種
類
に
よ
っ

て
、
多
く
の
種
類
を
餌
と
す
る
広
食
性
天
敵

（
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
）
と
一
～
数
種
類
を
餌

と
す
る
狭
食
性
天
敵
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
普
段
、
畑
や
水
田
で

よ
く
み
ら
れ
る
ク
モ
、
ア
マ
ガ
エ
ル
、
捕
食

性
ゴ
ミ
ム
シ
、
ク
サ
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
は
広
食

性
天
敵
で
、
寄
生
蜂
の
ア
オ
ム
シ
コ
マ
ユ
バ

チ
、
コ
ナ
ガ
コ
マ
ユ
バ
チ
な
ど
は
狭
食
性
天

敵
で
す
（
写
真
１
）。
広
食
性
土
着
天
敵
は
、

捕
食
範
囲
が
広
い
た
め
に
ほ
と
ん
ど
一
年
中

い
つ
で
も
餌
に
あ
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
安
定
し
て
生
息

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
狭
食
性
天
敵
は
、
餌

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
季
節
や
気
候
変

化
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
安
定
し
づ
ら
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

広
食
性
の
天
敵
で
も
、
外
来
の
天
敵
を
人

工
飼
育
し
て
導
入
し
た
場
合
、
標
的
の
作
物

害
虫
を
抑
え
る
一
方
で
、
標
的
以
外
の
生
き

物
に
も
影
響
を
与
え
、
地
域
の
生
物
バ
ラ
ン

ス
を
攪
乱
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

は
じ
め
に

　

自
然
界
で
は
多
く
の
生
き
物
が
、食
べ
る
・

食
べ
ら
れ
る
関
係
（
食
物
連
鎖
）
で
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
自
然
は
生
き
物
を
善
悪
に
区
別

す
る
こ
と
は
な
く
、
生
き
物
が
食
べ
た
り
食

べ
ら
れ
た
り
す
る
の
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

で
す
。
農
地
に
お
け
る
虫
害
発
生
は
あ
る
種

の
生
き
物
が
爆
発
的
に
繁
殖
す
る
こ
と
で
、

食
べ
る
も
の
と
食
べ
ら
れ
る
も
の
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
た
め
に
起
き
る
現
象
で
す
。

　

作
物
も
自
然
界
の
食
物
連
鎖
の
中
に
あ
る

の
で
、作
物
に
含
ま
れ
る
栄
養
（
特
に
窒
素
）

が
必
要
以
上
に
な
っ
た
時
に
虫
が
そ
れ
を
食

べ
る
の
は
、自
然
に
備
わ
っ
た
仕
組
み
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
は
作
物
を
食
べ
る
虫
を
害

虫
と
決
め
つ
け
、
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農

薬
を
多
用
す
る
傾
向
が
強
く
あ
り
ま
す
。
人

間
は
害
虫
を
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

農
薬
で
虫
を
殺
し
ま
す
が
、
農
薬
に
よ
る
無

差
別
の
攻
撃
は
同
時
に
害
虫
を
食
べ
る
天
敵

を
も
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

点
、
土
着
天
敵
は
何
十
年
何
百
年
も
前
か
ら

そ
の
地
域
に
定
着
し
生
態
系
の
一
構
成
員
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
活
用
で
生
物

バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
心
配
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ

ん
。
自
然
農
法
で
は
、
食
物
の
安
全
と
地
域

環
境
保
全
を
目
的
に
、
化
学
肥
料
や
化
学
合

成
農
薬
を
使
わ
ず
、
自
然
が
持
っ
て
い
る
力

を
十
分
に
活
用
す
る
の
で
、
土
着
天
敵
を
保

護
し
そ
の
捕
食
力
を
害
虫
防
除
に
活
用
す
る

こ
と
が
有
用
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

土
着
天
敵
と
生
物
多
様
性

　

自
然
界
で
は
本
来
、様
々
な
植
物
や
動
物
、

微
生
物
ら
が
自
然
の
法
則
に
従
い
、
自
然
の

恩
恵
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま

す
。
土
着
天
敵
の
生
息
を
考
え
る
に
は
、
生

物
多
様
性
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

環
境
省
の
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
（
※
）

は
、
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
ま
す
。「
生
き
も
の
た
ち
の
豊
か
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□■  いろいろな土着天敵  ■□

１～数種類を餌とする狭食性天敵（スペシャリスト）

多くの種類を餌とする広食性天敵（ジェネラリスト）

ゴミムシの一種
（幼虫）

クサカゲロウ
（卵）

　　寄生蜂の一種
（寄生されたアオムシ）

テントウムシ（卵・幼虫）

ホソヒラタアブ
（幼虫）

コレマンアブラバチ
（マミー：寄生されたアブラムシ）

ショクガタマバエ

※　環境省自然環境局生物多様性センター　http://www.biodic.go.jp/

アマガエル ハエトリグモジョロウグモ

写真１　いろいろな土着天敵
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図２　天敵の周年の餌源

な
個
性
と
つ
な
が
り
の
こ
と
。
地
球
上
の

生
き
も
の
は
40
億
年
と
い
う
長
い
歴
史
の

中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
適
応
し
て
進

化
し
、
３
千
万
種
と
も
い
わ
れ
る
多
様
な

生
き
も
の
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

生
命
は
一
つ
ひ
と
つ
に
個
性
が
あ
り
、
全

て
直
接
に
、
間
接
的
に
支
え
あ
っ
て
生
き

て
い
ま
す
」。

　

農
地
を
考
え
た
場
合
、
土
壌
、
作
物
、

土
壌
動
物
、
害
虫
、
天
敵
、
土
壌
微
生
物
、

病
原
菌
、
雑
草
お
よ
び
人
間
や
農
地
の
周

辺
環
境
は
、
直
接
・
間
接
的
に
つ
な
が
り

支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
て
、
多
様
性
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
土
着
天
敵
は
現

地
の
生
物
多
様
性
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

の
で
す
。

　

土
着
天
敵
と
現
地
の
生
物
多
様
性
と
の

つ
な
が
り
は
主
に
餌
と
隠
れ
場
所
の
２
つ

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
１
）。

農
地
で
よ
く
見
ら
れ
る
広
食
性
天
敵
は
、

作
物
害
虫
を
捕
食
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

生
息
地
の
周
囲
の
色
々
な
腐
植
食
性
の
生

き
物
（
腐
り
か
け
た
有
機
物
を
食
べ
る
も

の
）
や
植
食
性
の
生
き
物
（
生
き
た
植
物

を
食
べ
る
も
の
）
も
捕
食
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
天
敵
が
他
の
天
敵
を
食
べ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
（
図
２
）。
望
ま
し
い

生
物
多
様
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
環
境
で

は
、
天
敵
の
餌
と
な
る
生
き
物
が
豊
富
に

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
キ
ャ
ベ
ツ
畑
で
見
ら
れ
た
ア

図１　農地生物多様性と土着天敵の関係
　　　（矢印は各要素の天敵への影響）

マ
ガ
エ
ル
は
、
ア
オ
ム
シ
、
ウ
ワ
バ
、
ヨ

ト
ウ
ム
シ
な
ど
の
作
物
害
虫
を
食
べ
る
ほ

か
に
、
ア
リ
類
、
ハ
エ
類
、
ト
ビ
ム
シ
、

ゴ
ミ
ム
シ
な
ど
の
15
種
類
以
上
の
生
き
物

を
捕
食
し
て
い
ま
し
た
。コ
モ
リ
グ
モ
は
、

作
物
害
虫
を
含
め
て
ト
ビ
ム
シ
、
コ
オ
ロ

ギ
、
ヨ
コ
バ
イ
な
ど
を
捕
食
す
る
こ
と
が

観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
物
害
虫
が
少
な

い
晩
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て
の
時
期
は
、

土
着
天
敵
は
害
虫
以
外
の
生
き
物
（
代
替

餌
と
呼
ば
れ
る
）
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
き
延
び
て
い
ま
す
（
図
２
）。
寄
生

蜂
の
場
合
、
花
の
蜜
と
花
に
生
息
す
る
生

き
物
は
重
要
な
餌
源
と
な
り
ま
す
。
農
地

の
中
ま
た
は
周
り
の
生
物
多
様
性
は
こ
れ

ら
の
代
替
餌
源
を
補
っ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
も
う
一
点
、
農
地
や
そ
の
周
り

に
多
様
な
植
生
が
あ
る
こ
と
は
土
着
天
敵

に
隠
れ
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
隠
れ
場
所
は
、
天
敵
の
生
息
に
適
切

な
温
度
や
湿
度
も
維
持
し
て
い
ま
す
。
農

地
の
周
り
の
カ
エ
ル
は
晩
秋
に
気
温
が
下

が
る
と
、
落
ち
葉
や
枯
れ
た
草
の
下
や
土

の
中
な
ど
で
冬
眠
に
入
り
ま
す
。
冬
期
の

コ
モ
リ
グ
モ
、
特
に
子
グ
モ
は
こ
う
し
た

と
こ
ろ
に
隠
れ
、
暖
か
い
昼
間
に
枯
れ
た

草
の
下
か
ら
出
て
草
の
間
を
徘
徊
し
、
土

の
中
の
小
動
物
を
探
し
捕
食
し
ま
す
。
夏

の
猛
暑
時
期
は
付
近
の
雑
草
や
芝
生
、
灌

木
の
陰
な
ど
に
隠
れ
て
い
ま
す
。
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自
然
農
法
で
栽
培
を
す
る
場
合
、
特

に
慣
行
農
法
か
ら
自
然
農
法
へ
転
換
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
ま
ず
、
で
き
る
だ

け
農
地
の
生
態
系
を
健
康
な
姿
へ
回
復

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
生
物
多

様
性
を
高
め
て
生
態
系
を
安
定
化
さ

せ
、
そ
れ
を
維
持
す
る
条
件
を
整
え
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
微
生
物
と
土
壌
動

物
の
餌
が
豊
富
で
、
天
敵
が
安
定
し
て

生
息
で
き
る
場
所
を
提
供
で
き
る
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
然

界
で
は
、
様
々
な
植
物
が
土
壌
に
生
育

写真２　有機物を導入したキャベツ栽培圃場（左：雨除けハウス、右：露地）

自
然
の
姿
に
な
ら
っ
た
農
地
に
お
け
る
土
着
天
敵
の
保
護

し
、
落
ち
葉
や
枯
れ
草
な
ど
の
有
機
物

が
地
表
面
に
徐
々
に
堆
積
し
、微
生
物
、

小
動
物
、
植
食
者
、
捕
食
者
な
ど
、
異

な
る
生
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
別
に
有

機
物
を
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

自
然
の
本
来
の
姿
の
一
部
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
農
地
生
態
系
を
保
全
し
、
土

着
天
敵
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
自
然
の

本
来
の
姿
に
近
づ
け
る
こ
と
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

害
虫
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
り
ま
す
。 

処理区
害虫 　 天敵 　 トビムシ（土壌動物）

（/50 × 50 × 10㎝土）アオムシ（/㎡） ヨトウムシ（/㎡） クモ（/㎡） カエル（/50㎡）

天敵保護区 1.5 ～ 7.0 0.2 ～ 0.6 3.0 ～ 5.0 2.0 ～ 11.0 10,000 ～ 15,000

清耕区 3.5 ～ 12.0 0.5 ～ 2.2 1.0 ～ 3.0 1.0 ～ 7.0 2,000 ～ 5,000

※  清耕区：有機物を導入せず裸地で栽培した区画

表１　有機物導入処理と害虫・天敵・土壌動物の個体数（2010 ～ 2016、自然農法センター農業試験場）

土
着
天
敵
を
活
用
し
た
試
験
例

１
．
有
機
物
導
入
に
よ
る
土
着
天
敵

利
用
の
害
虫
防
除

　

本
セ
ン
タ
ー
農
業
試
験
場
で
は
数
年

間
、
圃
場
へ
わ
ら
や
刈
草
な
ど
の
粗
大

な
有
機
物
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

土
着
天
敵
を
定
着
さ
せ
害
虫
防
除
に
活

用
す
る
試
験
を
雨
除
け
ハ
ウ
ス
や
露
地

栽
培
で
実
施
し
ま
し
た
。
雨
除
け
ハ

ウ
ス
で
は
５
㎝
に
切
っ
た
粗
大
有
機

物
（
小
麦
わ
ら
、
イ
ネ
わ
ら
、
切
り

草
）
を
ハ
ウ
ス
の
両
側
に
80
㎝
幅
に
敷

き
、
適
度
な
湿
度
を
周
年
維
持
し
ま
し

た
。
露
地
で
は
、
表
層
少
耕
起
で
粗
大

有
機
物
の
表
層
集
積
を
図
り
、
麦
わ
ら

を
野
菜
の
畝
間
に
被
覆
す
る
こ
と
で
生

物
活
動
の
高
い
生
態
系
を
周
年
維
持
し

よ
う
と
試
み
ま
し
た
（
写
真
２
）。
調

査
の
結
果
、
敷
き
置
い
た
有
機
質
が
生

物
繁
殖
や
活
動
場
所
の
起
点
と
な
り
、

25
群
以
上
の
土
壌
動
物
の
個
体
数
が
３

～
10
倍
に
増
え
、
そ
の
中
の
小
動
物
種

が
天
敵
の
代
替
餌
と
な
り
、
捕
食
性
の

土
着
天
敵
（
コ
モ
リ
グ
モ
、
ア
マ
ガ
エ

ル
）
の
生
息
密
度
が
顕
著
に
増
加
し
ま

し
た
。
逆
に
害
虫
種
（
ア
オ
ム
シ
と
ヨ

ト
ウ
ム
シ
類
）
の
密
度
は
半
分
か
ら
３

分
の
１
程
度
ま
で
減
少
し
ま
し
た(

表

１)

。



48

２
．
植
生
の
多
様
化
に
よ
る
土
着
天

敵
利
用
の
害
虫
防
除

　

さ
ら
に
同
試
験
場
で
試
み
た
植
生
の

多
様
化
試
験
を
紹
介
し
ま
す
。

①
リ
レ
ー
間
作
と
適
当
な
雑
草
保
留

　

収
穫
前
の
コ
ム
ギ
の
条
間
に
小
松
菜

を
間
作
し
、
小
松
菜
を
収
穫
し
た
後
に
、

ト
マ
ト
を
定
植
し
、
コ
ム
ギ
の
収
穫
後

に
ト
マ
ト
の
条
間
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
栽
培

し
ま
し
た
（
写
真
３
～
４
）。
条
間
の
雑

草
を
徹
底
的
に
除
去
せ
ず
適
度
に
残
し
、

生
育
期
で
は
雑
草
の
丈
が
キ
ャ
ベ
ツ
を

超
え
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま
し
た
。

②
草
生
栽
培

　

ト
マ
ト
栽
培
で
、
前
年
秋
に
イ
ネ
科

牧
草
を
播
種
し
、
翌
年
に
牧
草
の
中
に

畝
を
作
っ
て
ト
マ
ト
を
定
植
し
、
草
刈

機
で
草
生
の
高
さ
を
10
㎝
程
度
に
維
持

し
、
刈
り
草
を
ト
マ
ト
の
根
元
に
敷
く

こ
と
で
、草
生
帯
（
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
）

を
通
年
維
持
し
ま
し
た
（
写
真
５
）。

　

以
上
の
①
～
②
の
調
査
の
結
果
、
残

し
た
雑
草
や
草
生
帯
は
、
徘
徊
性
土
着

天
敵
に
充
分
な
隠
れ
場
所
を
提
供
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
天
敵
が
多
く
繁
殖

す
る
に
従
っ
て
野
菜
の
害
虫
の
ア
オ
ム

シ
、
ヨ
ト
ウ
ガ
、
タ
バ
コ
ガ
類
の
幼
虫

や
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
量
が
著
し
く
少

な
く
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。

表２　植生多様性処理区の害虫・天敵・土壌動物の個体数（2010 ～ 2016、自然農法センター農業試験場）

処理区
害虫 天敵 アブラムシ

（/ 葉）
タバコガによる

トマト果実の被害率（％）アオムシ（/㎡） ヨトウムシ（/㎡） クモ（/㎡） カエル（/50㎡）

天敵保護区 2.0 ～ 6.0 0.4 ～ 0.8 3.0 ～ 6.0 20.0 ～ 50.0 0.5 ～ 2.0 3.0 ～ 7.0

清耕区 4.0 ～ 10.0 0.6 ～ 1.6 1.0 ～ 3.0 10.0 ～ 25.0 6.0 ～ 8.0 5.0 ～ 20.0

※  清耕区：有機物を導入せず裸地で栽培した区画

写真３　小麦の条間に小松菜写真４　トマト・キャベツと麦わら

土
着
天
敵
を
活
用
す
る
圃
場
管
理
の
留
意
点

　

近
年
、
自
然
農
法
だ
け
で
な
く
、
環

境
保
全
型
農
業
や
慣
行
農
業
に
お
い
て

も
天
敵
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
農
業
試
験
場
に

お
け
る
試
験
結
果
か
ら
も
、
植
生
管
理

や
耕
起
、
有
機
物
施
用
を
工
夫
す
る
こ

と
で
農
地
の
生
物
を
多
様
に
し
、
豊
か

な
生
態
系
に
す
る
こ
と
で
作
物
の
虫
害

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
定
着
し
て

い
る
天
敵
に
対
応
し
た
環
境
を
保
護

し
、
或
い
は
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
れ
ば

顕
著
な
虫
害
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
天
敵
の
活
動
は
温
度
や
湿

度
等
の
条
件
の
違
い
に
よ
っ
て
も
大
き

く
影
響
を
受
け
ま
す
。
日
本
列
島
は
南

北
に
長
く
標
高
差
も
大
き
い
た
め
気
候

が
多
様
で
、
同
じ
耕
起
や
有
機
物
施
用

で
同
じ
植
生
に
し
て
も
天
敵
の
虫
害
抑

制
効
果
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。虫
害
を
安
定
的
に
抑
え
る
た
め
、

地
域
性
に
合
わ
せ
て
適
切
に
活
用
す
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

土
着
天
敵
を
農
地
で
活
用
し
て
い
く

に
は
、
農
地
周
辺
の
土
着
天
敵
の
生
息
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状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
菜
を
栽
培
す
る
圃
場
の
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
は
、
周
辺
環
境
か
ら
移
入
す
る

も
の
が
多
い
の
で
、
野
菜
の
条
間
の
敷

き
わ
ら
や
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
は
圃
場
周

辺
の
生
き
物
が
多
様
な
場
所
（
草
む
ら

や
雑
木
林
な
ど
）
と
通
り
道
を
つ
く
っ

て
連
結
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

す
。
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
を
設
置
す
る
場

合
、
現
地
の
気
候
に
応
じ
た
牧
草
を
選

択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
暑
さ
に

強
い
草
と
寒
さ
に
強
い
草
の
組
み
合
わ

せ
が
１
年
を
通
し
た
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ

の
維
持
に
役
立
ち
ま
す
。

　

粗
大
有
機
物
を
被
覆
す
る
場
合
に

は
、
イ
ネ
科
作
物
の
わ
ら
や
刈
っ
た
雑

草
が
使
え
ま
す
。
被
覆
材
料
の
Ｃ
／
Ｎ

比
（
炭
素
と
窒
素
の
割
合
）
に
も
配
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
オ
ガ
ク
ズ
や

木
質
チ
ッ
プ
な
ど
Ｃ
／
Ｎ
比
の
高
す
ぎ

る
も
の
（
分
解
が
遅
い
も
の
）
や
、
生

ご
み
の
よ
う
に
低
す
ぎ
る
も
の
（
腐
り

や
す
い
も
の
）
は
、
土
壌
中
の
微
生
物

が
そ
れ
を
分
解
す
る
際
に
、
作
物
に

様
々
な
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

圃
場
に
天
敵
を
定
着
さ
せ
る
管
理
を

考
え
る
に
は
、
長
期
的
な
視
点
を
持
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
い
生
息
地
を
周

年
維
持
す
る
こ
と
が
、
土
着
天
敵
を
維

持
す
る
た
め
の
大
前
提
で
す
。
ま
ず
は

写真５　トマトの草生栽培（上・左）

周
年
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
、
一
年

を
通
し
て
天
敵
の
生
息
地
を
確
保
す
る

よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

季
節
や
天
敵
の
嗜し

好こ
う

に
応
じ
て
保
護

対
策
を
講
じ
ら
れ
れ
ば
理
想
的
で
す
。

そ
の
た
め
に
土
着
天
敵
の
生
活
の
特
徴

を
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば

水
が
好
き
と
思
わ
れ
る
ア
マ
ガ
エ
ル
は
、

春
の
繁
殖
期
以
外
は
実
は
水
辺
に
少
な

い
こ
と
や
、
普
段
は
湿
り
気
の
あ
る
樹

や
作
物
の
陰
に
い
て
、
作
物
を
い
ろ
い

ろ
よ
じ
登
る
様
子
が
見
ら
れ
る
は
ず
で

す
。
冬
は
土
の
中
で
冬
眠
し
て
い
る
こ

と
に
も
気
づ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
繁
殖
時
期
に
水
辺
に
移
動
で
き
、

他
の
時
期
は
湿
り
気
の
あ
る
陰
や
登
る

も
の
が
あ
る
環
境
を
維
持
し
、
冬
眠
し

て
い
る
冬
場
の
耕
耘
を
控
え
れ
ば
…
…

と
、
天
敵
を
保
護
し
増
や
す
ポ
イ
ン
ト

が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

　

自
然
農
法
で
は
、
こ
う
し
た
天
敵
を

含
め
て
生
き
物
を
多
様
に
す
る
管
理
を

通
じ
て
自
然
に
虫
害
の
発
生
し
に
く
く

な
る
環
境
が
で
き
る
こ
と
が
、
虫
害
対

策
の
一
環
と
し
て
有
望
な
手
段
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ク
モ
や
カ
エ

ル
な
ど
の
天
敵
を
よ
く
観
察
し
、
そ
の

圃
場
で
活
用
す
る
方
策
を
工
夫
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。


